
川端康成学会 第183回例会

日時 12月18日（土) 14:00より
場所 鶴見大学 1号館4階401教室

＊研究発表

「川端康成『再婚者』論―「池上先生」の〈遺志〉をめぐって―」

関西大学大学院文学研究科総合人文学専攻 博士後期課程 辻 秀平

「鶴見大学図書館所蔵の川端康成自筆資料数点」

鶴見大学 片山 倫太郎

＊閉会の辞 川端康成学会会長 片山 倫太郎

司会 平井 裕香

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、会場校での開催に加え、オンラインでも開催いたし
ます。オンラインで参加される方は、各自で参加できる環境を整えておいてください。ＵＲＬ、
ＩＤ、パスワードは後日配信いたしますので、連絡可能なメールアドレスを事務局長・杵渕由
香（kawabatagakkai@gmail.com）までお知らせください。

＊当日受付にて、参加費500円を頂きます。ご了承ください。

＊当日受付にて、年会費の納入をお受けします。併せて、維持会費もよろしくお願いいたします。

＊当日、12時より1号館4階407教室にて理事会を対面とオンラインにて開催いたします。常任理事の
皆様はお集まりください。

＊例会での研究発表希望者を随時募集しております。ご希望の方は事務局長・杵渕由香（kawabatagakkai@gma

il.com）までご一報いただけましたら幸いです。

＊会員の皆様には「年報」34号（2019年）までのバックナンバーを送料込み1部500円で販売致します。最新号
と前号は会員価格2,000円で販売致します。なお、在庫切れの号もありますので、詳細は事務局長・杵渕由
香（kawabatagakkai@gmail.com）まで、お問い合わせ下さい。

＊例会についてのお問い合わせは下記にお願いいたします。

川端康成学会事務局
〒230－8501 横浜市鶴見区鶴見2－1－3 鶴見大学6号館 鶴見大学文学部片山倫太郎研究室
メール：kawabatagakkai＠gmail.com



【発表要旨】

＊辻秀平（関西大学大学院文学研究科総合人文学専攻 博士後期課程）
「川端康成『再婚者』論―「池上先生」の〈遺志〉をめぐって―」
川端康成の中篇『再婚者』（『新潮』昭和23年～27年）は、語り手「私」の妻「時子」と、「時子」の亡

き先夫「池上先生」との間の娘「房子」の結婚をめぐる、家族間の微妙な心理の綾を描いている。川端
は「獨影自命（十三）」で、「死者を歌つた」詩に着想を得たと述べているが、これは死者の「不気味な
沈黙」が生者に与える力をうたった仏作家ジュール・シュペルヴィエルの詩「ありがたち」（『ヨーロッ
パ』昭和22年12月）だと想定される。当時知己を相次いで亡くしていた川端は、沈黙する死者の意味付
けを文学的課題の一つとしており、「ありがたち」はそうした川端にとって示唆的だったはずである。
『再婚者』の要諦は、死者の遺言や過去の日記に表出された〈遺志〉を、生者が解釈することで人間

関係に不和が生じている点にあり、ここに「ありがたち」の影響が窺える。本発表では『再婚者』執筆
前後の川端の意識や「ありがたち」をめぐる問題を踏まえつつ、作中で描かれている、〈遺志〉を解釈す
る生者の営みが有する意味を検討したい。

＊片山倫太郎（鶴見大学）
「鶴見大学図書館所蔵の川端康成自筆資料数点」
今回の会場校である鶴見大学図書館は、数は少ないながら、川端康成の原稿・書簡類を所蔵して

います。未発表原稿「勤王の神」（推定昭和3年執筆）、『東京の人』（昭和30年8月11日掲載部分）、『千
羽鶴』のドイツ語訳の際にやりとりされた書簡類（昭和30～33年）、その他数点の書簡です。すでに
翻刻、考察済なのですが、よい機会なので皆様にご覧いただければと考えております。ただし、ハ
イブリッド開催ですので、写真等を用いた説明が主になり、直接ご覧いただけるのは会場参加者の
みとなります。どうぞご容赦ください。

【会 場】鶴見大学１号館4階401教室（〒230-8501 神奈川県横浜市鶴見区鶴見２―１－３）
【アクセス】 ＪＲ京浜東北線 鶴見駅西口下車徒歩５分、京浜急行 京急鶴見駅下車徒歩７分


